
用地調査を取り巻く現状

                        測量課 松尾 正興

（1）登記に関わる土地調査書
   近年、公共用地取得のための登記書類（委託で作成する“土地調査書”）の内容が複

雑化しております。

   以前の記載事項は嘱託地の情報・立会人・境界の断面程度でしたが、（資料１参照）

2～3年前頃より複雑化し、10枚前後の書類になります。（資料２参照）
   記載事項

① 所在地番

② 登記の目的

③ 登記所備付地図の有無・種類・縮尺・精度区分

④ 登記所以外の資料又は、地図のない地域においては嘱託地の所在・位置・形状の確

認方法

⑤ 嘱託地備付測量図の有無

⑥ 所在・位置・形状の確認方法

⑦ 嘱託地の利用状況等

⑧ 基本三角点等からの測量（RTK-GPSにて観測、資料 3参照）
⑨ 筆界点測量

⑩ 誤差の許容限度

⑪ 嘱託地筆界確認等

⑫ 隣接地の筆界確認等

  ・調査素図（嘱託地の分筆線・隣接状況）

  ・立会風景写真

  ・境界点写真

  ・引照点写真（登記用基準点）

  ・基準点網図（与点と引照点の関連性）

  ・基準点計算書（精度の確認）

 上記の内容を作成するにあたり、それ相応の手間暇が掛かるわけですが、歩掛は“地積

測量図作成”になるため、1筆あたり 1万円に満たないのが現状であります。
 測量設計業協会を通じて、単価引き上げの動きがあるような噂もありますが、今現在は

未だ据え置きのようです。

 このような状況の中で、内容を満たす調査書を作成するわけですので、現地で如何に無

駄を無くすかが、ポイントとなります。
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（2）物件調査（立木）
   用地内及び補償に係る庭木・用材木の調査に於いての留意点

  ・樹種の把握（憶えにくい）

  ・庭木・特殊樹は個別に写真と目印

   （以前は全景や数本まとめての撮影でしたが、近頃は用地担当との算定前の協議で

分かり易いように、一本毎に写します。また、各樹に調査済みの目印としてリボン

に番号を書いて結んでおきます）

現場での留意点

  測量（用地）は全ての作業のベースとなる。

  基準点・平面・路線測量が設計・調査の基となる。

  用地は工事発注前の最終段階の業務であり、それまでにミスや修正があればやり直し

となるため、各段階に於いて良い成果になるよう、心掛ける。

  現場では地権者・周辺住民に不快・不審な態度を取らない。

  毒虫対策

  ・マムシ（秒殺）

  ・蜂（黒っぽい衣服は避ける、殺虫剤）

  ・蚊（蚊取り線香が有効、防虫スプレー・シートは短時間しか効かない）

  ・熊・猪（出会った事がない）

  暑さ対策

  ・水分・塩分補給

  ・着替え

  ・弁当に保冷剤

  寒さ対策

  ・防寒（特に首元・手首等関節の保温）

  ・昼食時に温かいお茶・味噌汁等

まとめ：土地・物件共に地権者の大事な財産を扱う業務である。

    相手の立場になり対応し、且つ、公共用地取得がスムーズに進むよう、日々業務

に励んでいます。


